
基調講演

開会のご挨拶

EXPERIENCE IS RELATIONSHIP

持続可能な社会への転換を実現するには、多くのイノベーションが必要となります。社会に
必要なイノベーションは、社会を構成するあらゆるプレイヤーが連携し、お互いの強みや課題
を共有し解決していくことで、初めて生まれます。Experience Is Relationship（循環する
社会、繋がり続ける世界へ）とは、持続可能な社会を実現するための視点であり戦略でもあ
ります。本セッションではバーチャルツインやクラウドによって実現したイノベーション、そこ
における3DEXPERIENCEプラットフォームの価値と貢献を、具体的な事例をおりまぜなが
ら紹介します。 

Dassault Systèmes
取締役会副会長兼最高経営責任者

ベルナール・シャーレス

Dassault Systèmes
アジア・パシフィック担当
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ダッソー・システムズ株式会社
代表取締役社長

フィリップ・ゴドブ
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クリックすると各カテゴリーへ移動します
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お客様ご活用事例

業界動向アップデート

DXソリューションのご紹介

ご登録はこちら

https://vshow.on24.com/vshow/3dsforumjp2021/registration/20441
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コロナ禍ならびにポストコロナの時代に適応し成長するためには、持続可能性を大前提と
するビジネスモデルの転換が必須であり、この転換を避ける企業は最終的には市場から淘
汰されていきます。本セッションでは、持続可能な社会に貢献する企業としてビジネスモデ
ルを転換するためには何が必要か？ ダッソー・システムズのソリューションが転換期にどの
ように活用されているかを、最近の調査や事例と共にご紹介します。

SDG思考による企業成長モデルの変換

Dassault Systèmes
インダストリー、マーケティング、グローバル・アフェアーズ兼

コミュニケーションズ担当エグゼクティブ・バイス・プレジデント

フローレンス・ ベルゼレン

2015年の持続可能な開発目標（SDGs）採択以降、SDGsの実現に向けて多くの企業が
様々な取り組みを始めている一方で、SDGsに取り組む意義や方法を模索している状況で
ある。本講演では、SDGs各ゴールとの単なる紐づけから一歩踏み込み、SDGsの思想や
背景の本質理解を促進する。また、企業がSDGsを経営に実装する意義およびその思考法、
及び企業経営に SDGsを採り入れることにより生まれる付加価値を合わせてお伝えします。

SDGの本質と企業が取り組む意義

SDGパートナーズ有限会社
代表取締役CEO

田瀬 和夫 氏

2021年は、当社設立および、ホンダ様の CATIA 採用から 40 年という節目の年となりま
した。ホンダ様は「存在を期待される企業」となることを目指されており、創業以来様々なチャ
レンジを続けられ、今後も更なるチャレンジを続けられていくことと存じます。
本年度は、全社 DXの責任者である IT 本部長 兼 デジタル改革統括部長伊藤様をお迎え
しまして、ダッソー・システムズより、ホンダ様と歩んできた過去 40 年のデジタル活用チャ
レンジを振り返らせていただき、弊社 CEOのベルナール・シャーレスとの対談形式にて、
伊藤様より「ホンダの現在・未来のDXチャレンジ」についてご紹介いただきます。

COLLABORATIVE INNOVATION

本田技研工業株式会社
IT本部長兼デジタル改革統括部長

伊藤 裕直 氏

Dassault Systèmes
取締役会副会長兼最高経営責任者

ベルナール・シャーレス

デジタル化によって生活や産業がどの様に変わるのか？国の政策や戦略はどこにあるのか？
デジタル庁が企画するデジタルガバメントの方向やデータ利活用の戦略によって企業はどの
様な影響を受けるのか？そして医療・介護、教育、防災、その他の生活に密着した准公共
分野のプラットフォームによって国民生活はどう変わるのか？日米の関係やアジアのサプライ
チェーンにも影響を与える経済安全保障の論点や日欧が企画するトラストサービスの戦略に
ついて、平易に説明します。

生活や産業が変わる、日本のデジタル戦略

自由民主党
参議院議員 デジタル大臣政務官

山田 太朗 氏
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３年連続して学生向けに開催しているハッカソン。今年はトレーニング、モデル作成や発表
資料作成まですべてオンラインで開催しました。このセッションでは優勝チームの「The 

society underwater=水面下の社会」をご紹介します。人口増加や海面上昇に直面して
いる社会の現状に焦点を当て、太陽光を農業用に取り入れながら人間も居住できる水面下
の都市のアイデアをバーチャルツインで検証した提案です。審査員が絶賛した未来を担う
若者の発想、柔軟かつ詳細に検討したビジネスプランをご覧ください。

学生から「水」を対象として持続可能性をテーマにした提案
DXハッカソン2021

ホンダデザイン部門は、なぜダッソー・システムズを選び、惜しみない協力をして CATIA 

3DEXPERIENCE  ~ICEM Design Experience~の開発を実現したかったのか。
両社の強固な Relationshipが礎となり、推進してきたこの 5年間を途中ダッソー・システ
ムズのエグゼクティブや R&Dとの対談を交えて、開発エピソードや今後の展望について講
演いたします。

COLLABORATIVE DESIGN INNOVATION
～世界最高峰のDesign Systemを目指して～

株式会社本田技術研究所
オートモービルデザイン開発室

モデリングスタジオ　チーフエンジニア　

樋口 誠 氏

世界中で健康志向が高まる中、スポーツそのものの定義も変わりつつある。多様な価値観
を持つ人々が、それぞれにスポーツを楽しみ、自らのライフスタイルを豊かにしていくため
には、様々なデジタル技術がヒトと繋がり創出されるパーソナライズされた価値提供が重要
となる。本講演では、我々が目指す「Sound mind Sound body/ 誰もが一生涯運動・
スポーツに関わり心と身体が健康で居続けられる世界の実現」に向け、フットウェアのパー
ソナライゼーションに焦点をあてた最新の研究事例を紹介いたします。

デジタル技術が切り拓くスポーツとライフスタイルの未来

株式会社アシックス
執行役員 スポーツコウガク研究所 所長

原野 健一 氏

カテゴリー 一覧に戻る次のカテゴリーを見る



お客様ご活用事例

当社は製品のカテゴリ毎に各拠点で製品設計や製造を行っているが、グループ全体の設計
業務の品質と効率を高め、モジュール化やコンポーネントの共通化を進めていく上で設計
情報を統合化する対応が求められている。そこで、従来利用していた SmarTeamからマ
ルチ拠点で情報管理・利用できる ENOVIAに移行し、グループ間の CADデータの統合
化と設計変更管理の標準化、E-BOMの統合化を進めている。まだ、道半ばではあります
が、最初のステップの CADデータの統合化の取り組みについて紹介させて頂きます。

気候変動や感染症への対応、経済の活性化など多岐にわたる課題に直面する都市やエリア
のサステナブルな発展をサポートするプラットフォームの紹介と、京都、大阪、奈良の3府
県にまたがるけいはんな学研都市の開発の経緯と意義、現在取り組んでいる「スマートけ
いはんなプロジェクト」の狙い、および実証実験の紹介をしていただきます。

グループ設計情報統合化の取り組み

株式会社タダノ
ICT部 業務ソリューションG マネージャー

樫原 光浩 氏

日産自動車株式会社
パワートレイン・EV仕事の革新グループ主担

菖蒲 豊 氏

ダッソー・システムズ株式会社
建設・都市・地域開発業界
マーケティング・ディレクター

森脇 明夫

京都府
副知事

山下 晃正 氏

サステナブル・シティを実現するプラットフォームと
スマートけいはんなプロジェクト実証実験のご紹介

自動車会社は CO2低減、排気規制等多くの要求を達成しなければならない状況にありま
す。その環境の中パワートレインの革新は避ける事が出来ない課題となっており、その解
決策の1つとして取り組んだ新エンジン開発で適用したプロセスと日産パワートレイン独自
のダイアグラム含めたシステムモデル活用の考え方についてご紹介させて頂きます。

パワートレインのシステム開発プロセスにおけるMBSE活用

調整中
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CLAAS社
Head of Digital Product Engineering

Dr Kai KORTHALS 氏
農業機器メーカCLAASは自社製品の急速な複雑化に対応するためSystems Engineering 

Labを設立したコータルス氏が自社の SE・MBSE実装への道のりと現状を解説します。分
野をまたがる協調設計の促進しながら、現場エンジニアの悩みでもあるツールの一貫性を実
現することを目標に、2年間に渡った変革プロジェクトの成果を、具体的なユースケースを例
に案内していただきます。

CLAAS社におけるMBSE実装の紹介

Airbus社
DDMS - Airbus MBSE Leader for E2E architecture

【パネラー】

Fabien BOUFFARON 氏

ダッソー・システムズ株式会社
CATIAシステムズ

インダストリープロセスコンサルタント
シニアマネージャー

【モデレーター】

Thomas BRUN

CLAAS社
Head of Digital Product Engineering

Dr Kai KORTHALS 氏

ダッソー・システムズ （ドイツ） 
CATIA Electrical&Systems

インダストリープロセスコンサルタント
シニアマネージャー

Dr Maik AURICHT

海外の登壇者にリモート会議形式で、MBSEの実装に関し以下の通り様々な観点でご意見
を伺いました。実際の取り組みに基づいたエキスパートの声をご紹介します。

・経営層に対するSE・MBSEの価値訴求の仕方

・SE・MBSE実装の費用対効果（ROI）の予測・測定

・現場エンジニアに対するSE・MBSEの価値訴求の仕方

・トップダウンやボトムアップの展開戦略の必要性・有効性

・PLMとのインテグレーションの価値とあるべき姿

・シミュレーション連携の価値とあるべき姿

・日本の SE・MBSEコミュニティへのメッセージ

欧州登壇者に聞くMBSE実装の工夫
パネルディスカッション

ダッソー・システムズ （ドイツ） 
CATIA Electrical&Systems

インダストリープロセスコンサルタント
シニアマネージャー

Dr Maik AURICHT

CESAMES社
Vice-President & Principal Systems Architect

Loic LESAUCE 氏

カテゴリー 一覧に戻る次のカテゴリーを見る



業界動向アップデート

製造業にとって、クラウドをこれからどう活用していくのかは、いよいよ喫緊の課題となっ
ています。一部の企業は既に事業プロセスにクラウドを導入し、操業コストの削減や事業
スピードの向上を達成しています。しかし多くの企業が、特に PLM環境のクラウド化には
手を付けられずにいるのが実情です。そこには PLMそのものが複雑な仕組みであること
に加え、IT予算の枠など多くの事情があるのです。いっぽうで、これまでにない様々な事
業運営上のリスクが顕在化する中、既存のシステム全体が機能不全を起こし始めています。
 クラウドへの移行はむしろ競合優位性を獲得する絶好の機会でもあるのです。現行のシス
テムからクラウドへの移行には多くの方法があり、最適な移行方法を見つけることが、この
変化する世界の中で御社のレジリエンス（耐性）を高めることにつながります。

「限界を超える」ためのクラウド 鍵は適応性と回復力

ダッソー・システムズ株式会社
日本インダストリーコンサルタントディレクター

セバスチャン・カーデット

ダッソー・システムズ株式会社
自動車・輸送機器・モビリティ業界担当 産業営業戦略

 シニアセールスディレクター

飯田 浩二 

ダッソー・システムズは持続可能な未来のモビリティに向けた様々なソリューションを自動
車 OEM・サプライヤー様にご提供しております。このセッションでは、グローバルおよび
日本における自動車・モビリティ業界のビジネス環境、デジタルトランスフォーメーション
(DX)や各社の方向性といった業界動向と、それに対する期待効果と業務改革テーマを踏
まえ、最新の3DEXPERIECEソリューションの概要をご紹介致します。

ダッソー・システムズ株式会社
電機・電子業界

シニア・バリュー・コンサルタント

花田 完

未来のモビリティへのイノベーションを促進

Society5.0「創造社会」では、世の中を変える「想像力」とそれを実現させる「創造力」
が求められます。電機電子業界の各企業においても、既存の技術・資産を有効活用しな
がら、新らたな商品サービスを開発設計する「想像力」と、それらをいち早く市場に提供
する「創造力」を備えて、企業変革力（ダイナミック・ケイパビリティ）を高めることが求
められています。そのために必要なデジタル変革をサポートする「電機・電子業界ソリュー
ション」を紹介いたします。

想像力と創造力を高める、電機・電子業界ソリューションの紹介

ダッソー・システムズ株式会社
産業機器業界

セールス＆コンサルティング ダイレクター

Cedric BERNARD

産業機器業界の技術革新への対応や業務課題の解決に 3DEXPERIENCEプラットフォー
ムが貢献します。新しいテクノロジーを活かし、デジタル・トランスフォーメーションを実
現することで、設計、開発から製造までの製造業としての即応力を向上でき、厳しいお客
様の要求に応えることが可能となります。
本セッションでは、グローバルの製造業の最新の動向を踏まえ、どのようにデジタル一気
通貫を実現し、激戦する市場への対応方法をご紹介します。

産業機器業界でのリカバリ、レジエンス、および
サステイナビリティの実現 

続きを見る



ダッソー・システムズ株式会社
建設・都市・地域開発業 バイス・プレジデント

レミ・ドニエ

気候変動の影響や感染症などの様々な事象起きている中で都市・エリア計画や建設の課題
の解決に、現実を仮想環境で再現し未来予測を行うバーチャルツインが活用されています。
バーチャルツインは都市モデルや建築物、土木インフラストラクチャーを3Dモデル化する
ことにより、将来計画、試行シナリオの検証、関係者間の情報共有と意思決定、プロジェ
クトを推進するための協業を支援します。また、設計者、製造者、施工者間での新たな連
携と協業モデルの構築、保守メンテンスへの利活用も可能です。このセッションでのグロー
バルなバーチャルツインのトレンドと運用事例、ダッソー・システムズのバーチャルツインへ
向けた企業戦略を紹介します。

バーチャルツインを活用した都市・エリア開発と
次世代コンストラクション

ダッソー・システムズ株式会社
インダストリーセールスリード

平賀 康典

コロナ禍では、消費財業界においてもデジタルを用いた、様々な働き方改革の取り組みが
始まっています。リモートワークの推進により物理的制約が多くなり、デジタルを活用した
働き方改革がより一層求められています。一貫したデータのデジタル連続性を特徴とした弊
社プラットフォームを活用することで、研究データのデジタル化、レシピやラベルデータの
一元管理、製造要件とのトレーサビリティなど、上流から下流工程までをカバーする、これ
までにない新しい業務プロセスのご提案を致します。

DXで実現！消費財業界における働き方改革

ダッソー・システムズ株式会社
ソリューションコンサルタント

髙岡 雄司

新型コロナウィルスへの対応のため、企業には新しい働き方としてフィジカル・ディスタンシ
ングを意識した活動が求められています。Web上での会議もすっかり定着し、職種によっ
ては比較的容易にリモートワークへ移行できる場合もありますが、実験や工場での生産な
ど、現場でのみ実務が可能な職種もあり、新しい働き方への対応の難しさに違いが生じて
います。今回は主に製薬業界における製造や品質管理領域での業務に着目し、業務効率
を上げ、かつリモート化に対応する方策を紹介いたします。

パンデミックにおける新しい働き方
- 製薬業界の製造業務を例に

メディデータ・ソリューションズ株式会社
日本法人責任者 プロフェッショナルサービス

バイスプレジデント

西 基秀 氏

メディデータはより多くの患者さんの希望を実現できるよう、ライフサイエンス分野における
デジタルトランスフォーメーションを推進しています。治療の価値最大化、リスク最小化、
アウトカム最適化のために、製薬企業、バイオテクノロジー企業、アカデミア、 医 療 診 断 ・ 

機 器 メーカーなどで日々、取り組んでいる研究者が確たるエビデンスを見 出 し、新たな
インサイトを獲得できるよう支援しています。このセッションでは、最新のテクノロジーの
活用によってライフサイエンス業界を支援する、メディデータについて紹介をします。

Together, we power smarter treatments
and healthier people 
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企業の長期的な成長にとって ESG（環境、社会、ガバナンス）観点の重要性がますます
高まる中、2015年以降は SDGs（持続可能な開発目標）が全世界的に優先度の高い課
題として共有されています。日本においては、環境負荷の軽減を目指したカーボンニュート
ラルの実現と、生産年齢人口が激減する中で生産性向上と併せた総合的な付加価値の創
出が国際的な競争力を保つ上で極めて重要な条件となっています。本基調講演では、これ
らの課題に応えるバーチャルツイン技術の可能性と各業界へのインパクトを、ダッソー・シ
ステムズとアクセンチュアの共同調査の内容も交えながらお話しします。

持続可能な成長を実現するバーチャルツイン活用とはアクセンチュア株式会社
ビジネス コンサルティング本部
インダストリーXグループ日本統括

アクセンチュア・イノベーション・ハブ 東京共同統括
マネジング・ディレクター

河野 真一郎 氏

ダッソー・システムズ株式会社
マーケティング本部 ディレクター

橋田 光早絵

カテゴリー 一覧に戻る次のカテゴリーを見る



企業の経営活動の中で発生するヒト・モノ・カネといったありとあらゆる情報が、日々
ERPに集約・蓄積されています。企業活動のエンドツーエンドを支える ERP 導入の知見を
多く持つアクセンチュアは、この基幹システムを起点とし、PLMやMES等、ものづくり企
業を取り巻く全ての情報データをバーチャルツインで活用し、持続可能な世界の実現を支
援しております。一方、日本企業ではなかなかこの全社的取組みが進んでいないという実
態あります。
本講演では、昨今大きなテーマになってきている SDGsゴールの一つでもある温室効果ガ
ス（GHG）排出量の把握や分析にも触れながらエンタープライズ バーチャルツインについ
てご紹介します。

エンタープライズ バーチャルツインの世界

アクセンチュア株式会社
ビジネス コンサルティング本部
インダストリーXグループ日本統括

アクセンチュア・イノベーション・ハブ 東京共同統括
マネジング・ディレクター

河野 真一郎 氏

DXソリューションのご紹介

自動車業界における次世代モビリティへの大きな変化に対応するため、サプライヤ様におい
ては、グローバルを視野に入れたプロセス改革や新たな品質基準、これまで以上の製品高
度化への対応が必要となってきています。この新たな競争要因へ対応するためには、従来
業務の大幅な改善・効率化と変革が求められており、自社のプロセス改革のみならず、
OEM・サプライヤ間で共創できる基盤の実現が急務です。
本講演では、「3DEXPERIENCEプラットフォーム」を活用した、アルゴグラフィックスによる
「企業変革と改善のご支援」についてご紹介いたします。

大競争時代における、企業競争力を強化するための
プラットフォーム戦略

株式会社アルゴグラフィックス
技術本部（PLM技術統括担当）

本部長代理 常務執行役員（兼）PLM開発統括本部長

木村 俊規 氏

近年「製造業のニューノーマル戦略」として、カーボンニュートラルに代表されるグリーン
成長戦略やデジタルトランスフォーメーション（DX）が挙げられています。更にコロナ禍の
影響を受けて従前とは異なる働き方を模索する動きが加速しています。それら課題に対す
るアプローチとして大きく注目されているのが、バーチャル設計を可能にするシミュレーショ
ンの活用。
本講演では、主に構造シミュレーションを活用されている三五様、BBSジャパン様、竹中
工務店様、大塚製薬様での取り組みと、デジタル技術導入の効果、ものづくりに対する貢
献についてご説明します。MBD・CAEの ROI（費用対効果）にご不安がある方は是非ご
覧ください。

製造業のニューノーマル戦略に向けたSimulationへの期待

株式会社 IDAJ
解析技術7部 次長

林 和宏 氏

株式会社大塚商会
CADプロモーション部 戦略推進課 課長代理

藤田 昌弘 氏

CATIAが使えるテレワーク環境のススメ
テレワークはインフラ要件で必須の項目になりつつあります。しかしながら、新型コロナウ
イルスにより一度はテレワークを試したものの、3D CADの動作が遅いなどの理由により断
念されたお客様も多いと思います。本セッションでは、CATIAで使えるテレワーク環境を
改めて整理し、お伝えします。

続きを見る



ビジネスエンジニアリング株式会社
ソリューション事業本部営業本部営業2部 部長

菅原 一雅 氏

近年の製造業では、多発する品質問題などの企業リスクに対して、統合トレーサビリティシ
ステムの構築が急務となっています。先進企業では、Industrie4.0/Smart Factory化の
ための技術の発展を踏まえ、従来の製造実行管理システムを見直し、設備連携・現場オペ
レーションのトレースを含めたシステム構築に投資をシフトし、製造現場におけるスピーディ
な情報連携を実現しています。
本講演では、トレーサビリティの実現をメインテーマとし、MESと設備連携における留意
点など製造実行管理システム導入におけるポイントと課題解決事例をご紹介します。

DELMIA Aprisoで実現する製造現場の課題解決事例

株式会社ファソテック
ソリューション本部 技術統括部

プロダクションエンジニアリンググループ
マネージャー

箕輪 大輔 氏

昨今、様々な業界でデジタルトランスフォーメーション（以下、DX）の推進が求められて
います。 「3DEXPERIENCEプラットフォーム」は日本の根幹であるモノづくり企業のDXを
実現するプラットフォームとなりますが、 まずどこから手をつけたら良いのか分からないと
いった声を耳にします。「3DEXPERIENCEプラットフォーム」は企業全体を支えるプラット
フォームとしてはもちろんの事ですが、 特定の領域においても企業のDXを実現する事が可
能です。
本セッションでは、弊社のお客様でモノづくりの 各領域における様々な活用事例をご紹介
させていただきます。皆さまのDX化推進の一助になれば幸いです。

3DEXPERIENCEプラットフォーム 採用事例から見るDX推進！！

PLATINUM SPONSOR

GOLD SPONSOR

LOGO SPONSOR

アクセンチュア株式会社

株式会社 IDAJ

アビームコンサルティング株式会社

兼松エレクトロニクス株式会社 クボタシステムズ株式会社 株式会社ディアイスクエア 株式会社ライトウェル

伊藤忠テクノソリューションズ株式会社 インターメッシュジャパン株式会社 SCSK株式会社 FPTジャパンホールディングス株式会社

株式会社大塚商会 ビジネスエンジニアリング株式会社 株式会社ファソテック

株式会社アルゴグラフィックス




